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1. はじめに 
  近年，コンクリート構造物の維持管理が社会的課題となっている。コンクリートは主に表面から劣化因子

が侵入し耐久性低下を招くことからコンクリートにとって表層品質は重要なものである。本研究室では，表層

品質を表す指標の表層透気性に着目し，電源装置を用いず簡易的に測定するシリンダーを用いた簡易透気試

験手法の検討を行ってきた 1)，2)。既往の研究では，シリンダーを用いた簡易透気試験（以下，シリンダー法と

称す）により養生条件や水セメント比を変化させたコンクリート試験体を対象に実験的な測定を実施した。そ

の結果，コンクリートの配合条件や養生条件の相違に伴う透気性の差異を相対的に評価することが可能であ

り，シリンダー法とダブルチャンバー法との間には高い相関性が確認された 3)。そこで，実大壁供試体に対し

てもシリンダー法とダブルチャンバー法との間に高い相関性があるかを改めて検討した。 

2. 実験概要  
2.1 試験器概要 
 試験器とシリコン製ガスケットの模式図を図-1 に示す。まず，アセト

ンを染み込ませた綿で測定表面の汚れや塵を拭き取る。その後シリコン

製ガスケットと試験器を測定面に押し付ける。次に押し付けたままシリ

ンダーのピストンを引き，シリンダー内部に負圧を発生させる。この際

を測定開始時間とし，60 秒が経過した際にストッパーを解除し復圧さ

せる。ここで復圧とは，シリンダー内部の圧力を負圧がかかった状態か

ら，大気圧に戻すことをいう。その後，シリンダー内部に流入した空気

量をシリンダーの目盛りから目視により値を読み取る。読み取った値を

空気流入量とし，評価を行う指標とした。ガラス板に対してのキャリブ

レーションを行なった際の空気流入量はいずれも 0.0mlであった。 

2.2 実大壁供試体概要 
 供試体は，幅 1800mm，高さ 900mm，厚さ 200mm のコンクリート壁（無筋）のものである。呼び強度は 15，

27，33 および 40 の 4 種類あり各呼び強度ごとに 2体ずつ計 8体ある。コンクリートの配合を表-1 に示す。測

定点は試験体 1 体につき高さ 450mm の位置の中央部およびその左右 450mm の位置の計 3 箇所とした。各測定

点に対してシリンダー法で 6 回ずつ，トレント法でも同様に各測定点に対して 1 回ずつ測定を行なった。ま

た，試験時に各供試体の各測定

点の表面含水率を高周波容量

式のモルタル・コンクリート水

分計を用い測定を行なった。 
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呼び
強度

水セメント比
（％）

細骨材率
（％）

単位量（kg/m3）

セメント 水 砕砂山砂 砕石 混和剤 混和材

15 85 47.8 210 180 442 424 974 2.4（AE） 40

27 54 49.2 333 180 436 424 915 2.9 -

33 47 47.3 383 180 410 398 925 2.99 -

40 40 44.9 450 180 378 365 936 3.51 -

表1 コンクリートの配合

φ100mm

φ40mm

図-1 試験器とシリコン製ガスケットの
模式図
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３．実験結果 
 各呼び強度の表面含水率の測定結果は 3.27%〜4.27%であり，

呼び強度が大きくなるにしたがって表面含水率が大きくなっ

ていることが確認できた。表面含水率の差が 1%以下であったこ

とから，今回は含水率の補正等は行わず検討を進める。 

 実大壁供試体に対してのシリンダー法での各呼び強度の各

測定点での 6回の平均値を図-2 に示す。図より，おおよそ呼び

強度が大きくなるにつれて空気流入量が小さくなっているこ

とが確認できる。これは，呼び強度が大きくなるにつれてコン

クリートは緻密であるためである。また，同じ呼び強度の壁体

においても測定箇所が異なると緻密性が変化していることが

分かる。本手法は，測定時間 60 秒と短い時間で測定できるた

め，測定点毎の違いを手早く評価できたといえる。 

次に，各呼び強度に対してのシリンダー法の測定結果の変動

係数の平均を図-3 に示す。図より，呼び強度が大きくなるに従

い変動係数が小さくなる傾向が確認できる。 

実大壁供試体に対してのシリンダー法およびダブルチャン

バー法での各呼び強度ごとの平均の測定結果を図-4 に示す。横

軸はシリンダー法の空気流入量を示し，縦軸をダブルチャンバ

ー法の透気係数を示す。図より，空気流入量，透気係数には正

の相関があることが確認できる。このことから，比較的寸法の

小さい実験室レベルの供試体の W/Cの違いや養生方法の違いに

よるコンクリート表層の透気性の差異の評価だけではなく，よ

り寸法の大きい実大レベルの試験体に対しても測定を行えて

いることが確認できる。 

４．まとめ 
 今回の実験結果から，比較的寸法の小さい実験室レベルの試

験体だけでなく実大レベルの試験体に対してもダブルチャン

バー法と同じような傾向を示したことから，実大壁供試体に対

してもシリンダー法で表層品質の評価が可能であることが確

認できた。 
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図-4 実大壁供試体に対しての空気流入量と透気係数
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図-3 シリンダー法の測定結果の変動係数
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図-2 シリンダー法での測定結果
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